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児

玉

憲

明

[
前
言
]
こ
こ
に
注
解
す
る
｢
孟
子
訓
義
｣
と
は
､
陳
腸
『
奨
番
』
　
の
巻
第
九
十
1

か
ら
巻
第
九
十
五
に
至
る
計
五
巻
を
い
う
O
『
奨
番
』
の
う
ち
巻
第
1
か
ら
巻

第
九
十
五
ま
で
は
経
書
中
の
音
楽
関
連
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
注
解
し
た

｢
訓
義
｣
で
､
そ
の
う
ち
わ
け
は
｢
穫
記
｣
｢
周
蔵
｣
｢
儀
磯
｣
｢
静
｣
｢
尚
書
｣

｢
春
秋
｣
｢
周
易
｣
｢
孝
経
｣
｢
論
語
｣
お
よ
び
｢
孟
子
｣
の
訓
義
で
あ
る
｡
『
柴

書
』
　
の
完
成
は
元
符
三
年
(
1
　
1
0
0
年
)
　
で
あ
る
｡
こ
の
時
『
孟
子
』
は

実
質
的
に
経
書
の
地
位
を
す
で
に
獲
得
し
て
お
-
､
｢
孟
子
訓
義
｣
の
存
在
も

そ
う
し
た
状
況
を
反
映
t
て
い
る
｡

｢
孟
子
訓
義
｣
に
は
合
計
二
十
車
を
収
め
る
が
､
陳
喝
に
は
こ
れ
と
は
別

に
『
孟
子
解
義
』
と
称
す
る
著
述
が
あ
っ
た
ら
し
い
｡
『
東
都
事
略
』
　
(
巻
第

一
百
十
四
｢
儒
畢
侍
九
十
七
｣
)
､
『
宋
史
』
　
(
巻
第
二
百
五
｢
蛮
文
四
､
儒
家

類
｣
)
等
に
書
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
｡
『
孟
子
解
義
』
　
は
全
十
四
巻
と
さ
れ

る
の
で
､
『
孟
子
』
全
音
に
対
す
る
注
釈
だ
と
推
測
さ
れ
る
｡
し
か
し
『
孟
子

解
義
』
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
た
め
､
｢
孟
子
訓
義
｣
と
の
関
係
を
知
る
手

が
か
り
は
な
い
｡

校
釈
の
底
本
に
は
宋
刊
本
を
用
い
た
｡
す
な
わ
ち
『
中
国
善
本
書
提
要
』

(
上
海
古
籍
出
版
社
､
一
九
八
三
年
)
等
に
載
せ
る
｢
宋
刊
本
､
糊
蝶
装
､
存

三
十
t
巻
二
冊
｣
(
北
京
図
書
館
蔵
)
で
あ
る
｡
今
､
本
邦
国
立
国
会
図
書
館

に
蔵
す
る
｢
国
立
囲
骨
園
書
館
棟
製
北
平
圏
書
館
善
本
書
腸
片
｣
所
収
の
も

の
を
使
用
し
た
｡
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
に
用
い
た
主
な
版
本
は
つ
ぎ
の
も
の
で

あ
る
｡

1
､
国
会
図
番
館
蔵
･
宋
刊
本

｢
　
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
本

1
'
光
緒
三
年
定
遠
方
酒
師
刊
本

ま
た
模
鎗
『
磐
書
正
誤
』
(
｢
揮
是
居
叢
書
初
編
｣
所
収
)
も
参
考
に
し
た
｡

な
お
､
底
本
は
｢
中
国
思
想
史
研
究
室
｣
(
h
t
t
p
‥
＼
＼
h
y
e
n
a
.
h
u
m
a
n
.
n
i
i
g
a

t
a
-
u
.
a
c
.
j
p
＼
)
　
で
閲
覧
に
供
し
て
い
る
｡

以
下
の
校
釈
は
､
原
文
､
版
本
の
校
勘
､
翻
訳
､
注
釈
､
補
説
で
構
成
さ

れ
る
が
､
｢
訓
義
｣
が
掲
げ
る
『
孟
子
』
の
原
文
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
訓

読
を
示
す
に
と
ど
め
､
現
代
語
訳
は
省
-
0

楽
書
巻
第
九
十
一
a

孟
子
訓
義
b

梁
恵
王
上
　
梁
恵
王
下

梁
憲
王
上
｡

鵠
其
d
聾
音
不
足
聴
於
耳
輿
｡
｡

凡
物
動
而
有
聾
､
聾
磐
而
有
音
｡

地
之
達
也
｡
僻
目
､
人
者
統
八
卦
､

易
日
､
天
教
五
地
数
五
｡
則
五
聾
者
天

諦
人
音
､
舞
八
倍
､
以
終
天
地
之
功
｡

則
人
音
音
大
之
道
也
｡
柴
通
倫
理
而
三
才
之
道
具
泉
｡
然
別
貴
之
聾
音
､
其

有
不
足
以
形
容
之
平
｡

蓋
肥
甘
者
食
之
美
而
悦
於
口
｡
軽
煩
f
者
服
之
莫
而
悦
於
健
｡
栗
色
看
視
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之
美
而
悦
於
冒
O
聾
者
者
聴
之
美
而
悦
於
耳
｡
便
聾
者
使
命
之
過
而
悦
於

意
｡
璃
肥
甘
不
足
於
口
欺
ー
必
勝
観
家
相
舞
五
味
調
香
以
養
某
日
｡
璃
軽

燦
.1

不
足
於
髄
欺
'
必
勝
疏
房
越
席
林
第
凡
延
以
餐
英
機
｡
馬
栗
色
不
足
於

目
欺
'
必
将
彫
球
刻
錬
㈲
搬
文
章
以
養
其
冒
｡
馬
琴
音
不
足
於
耳
欺
､
必
賭

場
鼓
鐘
弾
琴
茸
以
養
其
耳
｡
璃
便
嬰
不
足
使
令
於
前
欺
､
必
勝
衆
侍
妾
感
官

徒
以
適
其
意
｡
凡
此
王
之
諸
臣
骨
足
供
之
､
固
知
王
之
不
偽
足
也
｡
其
所
大

欲
､
特
在
騨
土
地
以
聴
之
ー
朝
奏
楽
以
臣
之
ー
荏
中
国
以
君
之
､
撫
四
夷
以

服
之
而
己
､
畳
報
知
哉
｡

[校
勘
】
a

｢埋
番
巻
第
九
十

二

別
席
全
番
本
は

｢舞
番
巻
九
十

二

に
作
る
｡
ま

た
四
庫
全
番
本
に
は
こ
の
行
の
前
に

｢欽
定
国
庫
金
番
｣
の
一
行
が
あ
る
.3

国
庫
金
番
本
は
､
｢撃
番
巻
第
九
十

二

と

｢孟
子
訓
裁
｣
の
間
に

｢宋
陣

場
撰
｣
の
一
行
が
あ
る
｡
方
酒
師
本
に
は
｢宋
富
徳
郎
秘
番
省
正
字
陳
曝
誹
｣

の
一
行
が
あ
る
｡

｢梁
憩
王
上

梁
恵
王
下
｣
(三
行
目
)
｢梁
悪
玉
上
｣
(四
行
目
)

底
本
は

｢梁
憩
王
上
｣
の
山
行
の
み
｡
四
健
全
番
本
は

｢梁
憩
上
下
｣
に
､
万
博
師
本

は

｢梁
憩
王
上
下
｣
に
作
る
｡
本
巻
に
は

『孟
子
』
の
三
尊
を
収
め
る
が
､

冒
頭
の
一
章
が

｢梁
恵
王
章
句
上
｣
に
属
し
､
残
る
二
輩
は

｢梁
憩
王
章
句

下
｣
に
属
す
｡
思
う
に
､
本
来
は
ま
ず

｢梁
憩
王
上

梁
憩
王
下
｣
へあ
る
い

は

｢梁
恵
王
上
下
｣)
と
越
し
て
本
巻
に
収
め
る

『孟
子
』
の
簾
題
を

一
括
し

て
示
し
､
次
行
に
第

一
輩
が
属
す
る

｢梁
悪
玉
上
｣
が
番
か
れ
る
べ
き
で
あ

る
｡
ま
た
第
二
輩

(｢荘
暴
見
孟
子
｣
輩
)
の
繭
に
は

｢梁
悪
玉
下
｣
の
一
行

が
挿
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
｡
『舞
番
』
の
他
の
巻
は
お
お
む
ね
そ
の
よ
う
な

体
裁
を
と
る
｡
よ
っ
て
改
め
た
｡

不
足
於
目
輿
､
聾
者
不
足
聴
於
耳
輿
｣
に
作
る
｡
『孟
子
』
で
は
､
｢野
音
香

足
聴
於
耳
輿
｣
は
､
上
旬
の

｢抑
璃
栗
色
-
-
｣
を
承
る
た
め

｢馬
｣
字
を

省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
o
｢軽
燦
｣
の
句
に
｢鵠
｣
が
な
い
の
も
同
様
で
あ

る
｡

｢訓
義
｣
は

｢野
営
-
･･･｣
の
1
旬
の
み
を
掲
げ
た
た
め
､
意
を
も
っ
て

｢鵠
｣
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
ま
た
他
本
に
｢鵠
其
｣
の
二
字
が
な
い
の

は

『孟
子
』
原
文
に
従
っ
て
後
に
削
っ
た
も
の
か
｡

e

｢輿
｣

四
庫
全
番
本

｢欺
｣
に
作
る
｡
今
本

軍
皿子
』
は
い
ず
れ
も

｢輿
｣cj

二
字
通
じ
る
｡

-

｢軽
燦
｣

四
庫
全
書
本
の
み

｢軽
暖
｣
に
作
る
｡
こ
の
句
は

『孟
子
』
本

文
に
よ
る
が
､
現
行

『孟
子
』
の
諸
本
は
い
ず
れ
も

｢軽
燦
｣
に
作
る
｡
四

健
全
番
本

『孟
子
注
疏
』
も

｢軽
爆
｣｡
二
字
通
じ
る
c

g

｢軽
燦
｣

同
前
｡

d

｢馬
其
｣

底
本
を
除
き
こ
の
二
字
な
し
｡
『孟
子
』
原
文
に
も
な
し
｡
す
な

わ
ち

『孟
子
』
は

｢鵠
肥
甘
不
足
於
口
輿
､
軽
煽
不
足
於
健
輿
､
抑
璃
釆
負

[訳
]其
の
欝
音
の
耳
に
聴
く
に
足
ら
ざ
る
が
馬
か
｡

そ
も
そ
も
物
体
が
動
け
ば

｢声
｣
が
発
生
し
､
｢声
｣
が
変
化
し
て
｢音
｣
と

な
る
I
｡

『易
』
に

｢
天
の
数
は
五
､
地
の
数
は
五
2

｣
と
あ
る
と
お
-
､
八五

声
〉
は
天
地
を
つ
ら
ぬ
-
摂
理
で
あ
る
｡
伝
に

｢人
は
､
八
卦
を
統
べ
､
八

音
を
と
と
の
え
､
八
倍
を
舞
う
こ
と
で
天
地
の
働
き
を
完
成
さ
せ
る
己

と

あ
る
と
お
り
､
八八
音
)
は
人
の
世
の
原
理
で
あ
る
｡
楽
は
倫
理
に
通
じ
て
お

-
4

､
天
地
人
の
道
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

し
た
が

っ
て
五

声

･
八
音
で
表
現
す
る
な
ら
､
形
容
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
｡

｢肥
甘
｣
は
食
物
の
高
級
な
も
の
で
あ
-
口
を
滴
足
さ
せ
る
｡
｢軽
燦
｣
は

衣
服
の
高
級
な
も
の
で
あ
-
体
を
滴
足
さ
せ
る
｡
｢彩
色
｣
は
視
覚
の
対
象
の

高
級
な
も
の
で
､
目
を
満
足
さ
せ
る
｡
｢声
音
｣
は
聴
覚
の
対
象
の
高
級
な
も

の
で
､
耳
を
滴
足
さ
せ
る
｡
｢便
嬰
｣
は
指
令
を
授
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
者

2
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で
､
心
情
を
滴
足
さ
せ
る
｡
も
し

｢肥
甘
｣
が
口
を
満
た
す
に
足
り
な
い
の

が

〔戦
争
を
始
め
た
り
'
家
臣
を
危
険
に
さ
ら
し
た
り
､
諸
侯
に
恨
み
を

買

っ
た
り
す
る
〕
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
､
象
寮
橋
梁
五
味
調
香
と

い
っ
た
美
食
が
あ
れ
ば
口
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
｢軽
焼
｣
が

体
を
満
た
す
に
足
-
な
い
の
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
'
疏
房
越

席
林
第
凡
鮭
と
い
っ
た
調
度
品
が
あ
れ
ば
体
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

よ
う
｡
｢彩
色
｣
が
目
を
満
た
す
に
足
-
な
い
の
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
､
彫
琢
刻
錬
漸
搬
文
章
と
い
っ
た
装
飾
が
あ
れ
ば
目
の
欲
望
を
滴
た

す
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
｢声
音
｣
が
耳
を
満
た
す
に
足
り
な
い
の
が
そ
の
理
由

だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
､
鼓
鐘
を
鳴
ら
し
琴
芽
を
弾
じ
て
耳
の
欲
望
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
｢便
嬰
｣
が
君
主
の
前
で
指
令
を
授
け
る
に
足
り
な
い

の
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
'
侍
妾
を
多
-
し
､
官
吏
を
充
実
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
欲
望
を
滴
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
こ
れ
ら
は
王
の

臣
が
捷
僕
で
き
る
も
の
ば
か
-
で
あ
る
か
ら
､
王
が
こ
の
よ
う
な
も
の
を
ほ

し
が
っ
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
を
孟
子
は
も
ち
ろ
ん
知

っ
て
い
た
｡
王
が
こ

と
の
ほ
か
欲
し
て
い
る
の
は
'
領
地
を
拡
大
し
て
自
国
を
大
き
く
し
､
秦
国

や
楚
国
を
臣
下
と
し
て
朝
艶
さ
せ
､
中
国
全
土
に
王
者
と
し
て
臨
み
､
四
夷

を
慰
撫
し
て
服
従
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
｡
こ
の
こ
と
を
推
し
量
れ
な
い
こ
と

が
あ
ろ
う
か
5
｡

[注
]-

｢声

(聾
)｣
｢音
｣､
い
ず
れ
も
音
響
を
'
特
に
音
楽
で
使
用
さ
れ
る
音

(楽
音
)
を
意
味
す
る
｡
｢声
音
｣
と
熟
し
て
使
わ
れ
る
場
合
､
｢声
｣
と

｢音
｣

に
ほ
と
ん
ど
区
別
は
な
い
こ
と
も
多
い
が
､
二
字
を
分
け
て
用
い
る
場
合
は

意
味
の
違
い
が
あ
る
｡
陣
場
は
こ
こ
で

『孟
子
』
の

｢聾
音
｣
を
､
｢聾
｣
と

｢音
｣
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
の
陣
場
の
理
解
に
よ
る
と
､
｢声
｣

が
よ
り
根
源
的
で
素
朴
な
も
の
を
指
し
､
｢声
｣
の
変
化
し
た
も
の
が
｢音
｣
と

い
う
こ
と
に
な
る
｡
『藤
記
』
奨
記
の
冒
頭
に
｢外
界
の
現
象
に
心
が
反
応
し

た
結
果
､
(声
)
が
発
生
す
る
｡
(声
)
が
響
き
あ
っ
て
変
化
が
起
き
る
O
変

化
が
1
定
の
秩
序
を
得
た
も
の
が

(普
)
で
あ
る
｡
(育
)
を
連
ね
て
楽
曲
と

し
､
干
成
羽
族
の
装
飾
を
加
え
た
の
が

(栄
)
で
あ
る

(感
於
物
而
動
､
故

形
於
聾
､
馨
相
慮
､
放
生
襲
､
賛
成
方
'
謂
之
音
､
比
音
而
紫
之
､
及
干
成

羽
施
'
謂
之
柴
こ

と
あ
り
､
人
心
が
外
物
に
感
じ
て
発
生
す
る

(声
)
が
変

化
し
て

ヘ音
)
と
な
-
､
さ
ら
に

(楽
)
と
し
て
完
成
す
る
過
程
が
記
さ
れ

て
い
る
｡
こ
こ
の
陣
場
の
定
義
も
こ
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
な
お
文
献

に
よ
っ
て
は

｢五
音
｣
と
い
う
語
が
見
え
る
が
､
こ
れ
は

｢五
声
｣
の
異
称

で
あ
り
'
楽
器
の
総
称
で
あ
る

｢八
音
｣
と
は
関
係
な
い
｡
ま
た

『孟
子
』

告
子
章
句
下
に

｢聾
音
顔
色
｣
の
旬
が
見
え
る
が
､
こ
れ
は

｢声
音
｣
の
派

生
的
な
用
法
で
､
｢弁
舌
｣
の
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
､
直
接
に
は
音
楽
と
か

か
わ
ら
な
い
｡

｢物
の
運
動
に
よ
っ
て
音
響
が
発
す
る
(凡
物
動
而
有
聾
)｣
は
､
『異
音
』
に

お
け
る

｢凡
例
｣
で
あ
る
｡
巻
第
九

(鰻
記
訓
義

｢是
政
不
知
聾
者
不
可
輿

青
首
｣
条
)
に

｢凡
物
皆
勤
而
有
聾
､
聾
奨
而
成
音
｣
と
あ
-
､
巻
第
三
十

七

(周
蔵
訓
義

｢鼓
人
｣
条
)
に
も

｢凡
物
動
而
有
聾
､
聾
襲
而
成
音
｣
と

あ
る
.
ま
た
､
よ
-
詳
細
な
記
述
が
巻
第

1
百
六
(聾
音
通
論
)
に
あ
る
｡
巻

第

l
百
六
の
論
述
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
り
､
こ
こ

｢孟
子
訓
義
｣
の
論
と
ほ

ぼ
重
な
る
｡
｢物
が
動
い
て

(声
)
が
発
生
し
､
(声
)
が
変
化
し
て

ヘ音
)

と
な
る
｡
(声
)
の
数
は
五
つ
に
と
ど
ま
-
､
こ
れ
は
楽
の

(追
)
で
は
な
-

楽
の

(象
)
に
す
ぎ
な
い
｡
ヘ音
)
の
数
は
八
つ
に
と
ど
ま
-
'
こ
れ
は
楽
の

(象
)
で
は
な
-
楽
の

(器
)
に
す
ぎ
な
い
｡
そ
れ
ゆ
え
､
楽
を
論
じ
る
さ
い

に

『(声
)
は
楽
の
象
､
金
石
糸
竹
は
楽
の
器
』
(『藤
記
』
奨
記
)
と
鋭
明
さ

れ
る
の
だ
｡

『易
』
に

『天
の
数
は
五
､
地
の
数
は
五
』
と
い
う
｡
し
た
が
っ

て

八五
声
は
天
地
の
道
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
伝
に

『人
は
八
卦
を
統

べ
､
八
音
を
と
と
の
え
､
八
倍
を
舞
う
こ
と
で
天
地
の
働
き
を
完
成
さ
せ
る
』

と
あ
る
｡
し
た
が
っ
て

八八
音
は
人
の
道
)
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
楽
は

3
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倫
理
に
通
じ
て
お
-
､
天
地
人
の
迫
が
す
べ
て
傭
わ
っ
て
い
る
の
で
ー
『押
範

も

っ
て
和
す
払
(『老
子
』
の
語
)
の
で
あ
る
｡
gF(声

･
音
V
の
上
に
表
現
す

る
』
と
い
う
の
は
､
言
う
こ
と
が
す
べ
て
徳
に
か
な
い
､
詠
じ
る
こ
と
が
す

べ
て
中
正
な

(声
)
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
だ
｡
世
の
諭
者
が

『五
声
は
天

の
音
､
八
音
は
天
の
化
』
と
説
-
が
､
不
十
分
で
あ
ろ
う

へ凡
物
動
面
有
野
､

欝
蟹
面
有
音
､
欝
不
遇
五
C
非
難
之
遣
也
､
奨
之
象
而
巳
｡
音
不
遇
八
8
非

難
之
敏
也
､
畢
之
器
而
巳
｡
此
記
墾
者
所
以
有
野
者
墾
之
象
､
金
石
練
竹
者

柴
之
器
之
説
也
C.
易
日
天
敵
五
地
敗
宜
､
則
五
野
其
天
地
之
遣
欺
cr
僻
目
入

着
統
八
卦
､
誰
八
音
､
舞
八
倍
､
以
終
天
地
之
功
､
然
別
八
音
其
人
之
道
欺
｡

埋
通
倫
理
面
三
才
之
道
具
､
則
沖
窺
以
和
C
彼
静
諸
野
首
ー
所
遺
著
執
非
中

徳
､
所
泳
者
執
非
中
野
載
｡
世
之
論
難
音
調
五
野
天
音
也
ー
八
普
天
化
也
ー

畳
不
偏
乎
)｣
と
あ
る
｡

2

刊易
』
(繋
肝
上
伸
)
の
句
｡
｢
天
敵
五
､
地
歌
五
､
五
位
相
得
而
各
有
倉
｣

と
あ
る
｡
音
楽
の
成
立
に
は
音
響
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
が
ー
そ
れ
が
音

楽
と
し
て
成
立
す
る
に
は
何
ら
か
の
規
則
に
も
と
づ
い
た
普
轡

(.楽
音
r)
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
C
中
国
の
伝
統
的
な
音
楽
は
五
首
首
階
小宮
商
角
徴
羽
)

を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
､
こ
の

｢
五
｣
と
い
う
数
が
人
為
的
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
天
地
の
法
則
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
た
め
に
こ
の
句
が
引
か
れ
て
い
る
｡
し
か
し

珊易
帖
が
直
接

｢
五
声
｣

に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡

3

『漢
番
』
へ律
暦
志
上
)
の
句
o
｢人
音
､
梱
天
服
地
､
序
親
戚
物
､
統
八

卦
､
調
八
風
､
埋
八
政
､
正
八
節
､
膳
八
音
､
舞
八
倍
､
監
八
方
､
被
八
荒
ー

以
終
天
地
之
功
｣
(人
は
天
を
継
ぎ
地
に
順
ひ
､
範
を
序
し
て
物
を
成
す
C
八

卦
を
統
べ
､
八
風
を
調

へ
､
八
政
を
埋
め
､
八
節
を
正
し
､
八
昔
を
膳

へ
､

八
倍
を
舞
ひ
､
八
方
を
監
､
八
荒
を
被
ひ
ー
以
て
天
地
の
功
を
終
ふ
)
と
あ

る
｡
こ
こ
に
は
人
が
天
地
の
働
き
を
継
承
し
て
気
を
整
え
て
物
の
働
き
を
完

成
さ
せ
る
具
体
的
な
活
動
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
活
動
に
す
べ
て
｢
八
｣

が
冠
さ
れ
て
い
る
｡
五
つ
の
音
響
か
ら
構
成
さ
れ
る

八五
声
)
は
､
抽
象
的

な
概
念
で
あ
-
､
楽
器

(八
音
)
を
介
し
て
鳴
-
響
い
て
は
じ
め
て
現
実
の

音
楽
と
な
り
人
が
感
覚
で
き
る
と
す
る
観
念
が
根
底
に
あ
る
｡
天
地
の
原
理

で
あ
る
八
五

声
)
が
ー
人
間
が
管
轄
す
る

八八
音
)
す
な
わ
ち
八
橡
の
楽
器

に
よ

っ
て
人
の
世
界
に
実
現
し

｢
三
才
の
遺
｣
が
完
成
す
る
こ
と
を
証
す
る

た
め
に
､
〈五
声
)
の
論
拠
で
あ
る

『易
』
と
と
も
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
｡

4

｢楽
は
倫
理
に
通
じ
｣
は
'
『磯
記
』
(柴
記
)
の
句
｡
｢異
音
通
倫
理
者
也
｣

(翼
は
倫
理
に
通
ず
る
も
の
な
り
)
と
あ
る
O
｢墾
記
｣
の
こ
の
旬
に
対
す
る

陳
喝
の
解
釈
は
､
『撃
番
』
巻
第
九
に
あ
る
｡
｢撃
馬
首
之
蕗
､
青
馬
雅
之
鞍
､

敗
報
足
以
該
者
､
雨
音
不
足
以
遜
肇
｡
音
錐
生
於
人
心
､
未
始
不
通
於
倫
理
｡

八
番
克
瀞
撫
相
奪
倫
'
是
也

((塞
)
は

ヘ音
)
の
集
積
で
､
爪音
)
は

(塞
)

の
発
散
で
あ
る
O
つ
ま
-

〈楽
)
は

八音
)
を
内
包
し
て
い
る
が
､
ヘ音
)
だ

け
で

八寒
)
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
｡

ヘ音
)
は
人
の
心
か
ら
発
す
る
も

の
で
は
あ
る
が
､
は
じ
め
か
ら
倫
理
に
通
じ
て
い
る
rJ
八八
音
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
十
全
に
発
揮
し
､
万
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
に
安
ん
じ
て
他
者
を
冒

す
こ
と
が
な
い
)
と
は
こ
の
こ
と
だ
)
｣
と
あ
る
｡

5

｢肥
甘
｣
以
下
は

『孟
子
』
を
文
脈
に
忠
実
に
敷
街
し
た
も
の
で
あ
る
｡
『蕊

子
』
の
文
は
次
の
と
お
り
｡
｢馬
肥
甘
不
足
於
口
輿
､
軽
燦
不
足
於
腰
輿
､
抑

鵠
栗
色
不
足
視
於
目
輿
､
聾
者
不
足
聴
於
耳
輿
､
便
嬰
不
足
使
令
於
前
輿
｡

王
之
緒
臣
皆
足
以
供
之
､
而
王
崖
馬
是
哉
｡
日
､
否
､
吾
不
馬
尾
也
｡
日
､

然
別
王
之
所
大
欲
町
知
己
｡
欲
辞
土
地
､
朝
案
建
､
液
中
図
面
撫
四
夷
也
(肥

廿
の
口
に
足
ら
ざ
る
が
馬
か
､
軽
燦
の
健
に
足
ら
ざ
る
が
馬
か
､
抑
も
栗
色

の
目
に
足
ら
ざ
る
が
馬
か
､
欝
音
の
耳
に
聴
く
に
足
ら
ざ
る
か
､
便
嬰
の
前

に
使
命
せ
し
む
る
に
足
ら
ざ
る
か
､
王
の
諸
臣
み
な
以
て
之
を
供
す
る
に
足

る
C
而
し
て
王
､
蛍
に
足
れ
が
鵠
な
ら
ん
や
C
日
く
､
否
､
吾
れ
足
れ
が
馬

な
ら
ざ
る
な
り
0
日
く
､
然
ら
ば
則
ち
王
の
大
い
に
欲
す
る
所
は
知
る
可
き

の
み
｡
土
地
を
砕
き
､
素
華
を
朝
せ
し
め
､
中
陶
に
鑑
み
て
四
夷
を
撫
せ
ん

と
欲
す
る
な
-
)
｣｡
中
間
､
｢肥
甘
｣
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
､
王
の
噌
好
を

4
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浦
た
す
た
め
の
具
体
的
な
品
目
や
手
段
を
述
べ
る
部
分
が

『孟
子
』
に
は
な

-
､
陣
場
に
よ
る
補
充
で
あ
る
C
｢便
嬰
｣
を
除
-
四
項
目
の
記
述
は
『葡
子
』

(穫
論
簡
)
に
依
拠
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち

『碍
子
』
に
は

｢審
寮
橋
梁
五
味

調
香
'
所
以
養
口
也
'
(中
略
)
彫
琢
刻
鍾
榔
搬
文
章
､
所
以
番
目
也
､
錘
鼓

管
暫
琴
悪
筆
笈
､
所
以
養
耳
也
､
疏
房
樋
額
越
席
林
第
凡
延
､
所
以
養
健
也
｣

と
あ
る
｡
｢訓
義
｣
で
は
､
『孟
子
』
の
叙
述
に
合
わ
せ
る
た
め
に
項
目
の
脂

序
が
変
え
ら
れ
､
ま
た
文
字
に
小
異
が
あ
る
｡

衆
意
王
下
a

荘
暴
見
孟
子
日
､
暴
見
於
王
､
王
語
暴
以
好
肇
､
暴
未
有
以
野
也
｡
日
､

好
奨
何
如
｡
孟
子
日
､
王
之
好
異
甚
､
則
帝
囲
其
庶
蔑
平
｡
他
日
見
於
王

日
b

､
王
嘗
語
荘
子
以
好
撃
'
有
諸
.
王
奨
乎
色
目
､
寡
人
非
能
好
先
王
之

奨
也
､
直
好
世
俗
之
楽
耳
｡
日
､
王
之
好
撃
甚
､
則
賛
其
庶
幾
平
､
今
之

輿
､
由
古
之
奨
也
｡
日
､
可
得
聞
輿
｡
日
､
粥
襲
撃
､
興
人
輿
饗
､
執
撃
｡

日
､
不
若
興
人
｡
輿
少
襲
撃
､
輿
衆
奨
奨
'
執
撃
｡
日
'
不
若
輿
衆
｡

先
王
之
輿
､
其
本
存
於
欣
喜
歓
愛
之
情
へ
其
未
見
於
聾
音
｡
節
奏
之
文
｡

探
本
知
来
者
､
知
其
情
而
能
作
｡
即
末
窮
本
者
'
識
其
文
面
能
述
｡
周
衰
畢

壊
､
天
下
識
情
文
者
蓋
鮮
奥
d
｡

政
夫
知
蟹
面
不
知
音
者
有
之
､
知
音
而
不

知
輿
者
有
之
｡
亦
執
e
知
夫
輿
輿
音
相
近
而
不
同
邪
｡
蓋
帝
王
所
間
者
柴
､

所
好
f

者
音
｡
不
悦
先
王
之
奨
以
奨
民
'
直
悦
世
俗
之
奨
以
奨
身
而
巳
｡
尚

何
輿
貌
文
倦
於
聴
古
輿
､
菅
平
奨
於
聴
新
野
哉
｡
此
孟
子
所
以
有
今
奨
猶
古

梨
之
説
､
庶
乎
王
知
反
本
也
｡
今
夫
鄭
之
好
濫
､
宋
之
燕
女
､
衛
之
促
数
､

賛
之
敷
騨
'
慢
易
以
g
失
節
流
滴
以
忘
本
.
此
新
柴
之
馨
､
世
俗
之
奨
也
O

黄
帝
之
大
成
､
轟
之
大
草
､
舜
丙
之
蘭
夏
､
商
周
之
澄
武
､
其
聾
足
奨
而
不

流
､
其
文
足
諭
而
不
息
｡
此
古
埋
之
聾
､
先
王
之
奨
h
也
｡
古
今
之
埋
､
以

本
同
､
以
末
輿
｡
拘
束
以
忘
本
､
則
古
必
異
今
｡
抑
末
以
岡
本
､
則
今
亦
猶

古
｡
古
之
所
謂
奨
之
本
､
不
遇
i

輿
民
同
異
而
巳
｡
誠
能
困
今
柴
j

輿
民
同

額
､
是
亦
古
奨
之
賓
也
｡
観
帝
王
悦
南
部
之
吹
竿
､
魔
食
以
数
百
人
｡
喜
邸

忌
之
鼓
琴
､
卒
授
之
囲
政
｡
彼
其
好
世
俗
之
輿
､
絢
末
忘
本
如
此
｡
叉
執
知

輿
人
輿
衆
以
反
舞
之
本
平
｡
此
韓
子
所
以
有
輿
衆
之
説
､
貴
子
所
以
有
禰
異

之
戒
也
｡
孟
子
以
帝
王
不
能
同
勢
於
民
､
故
語
之
以
今
奨
猶
古
｡
所
以
引
而

進
之
也
O
子
夏
以
文
侯
好
音
而
不
知
楽
､
改
野
之
以
今
肇
異
古
O
所
以
抑
而

攻
之
也
｡

【校
勘
]
a

｢発
意
王
下
｣

諸
本
な
し
｡
四
字
補
っ
た
｡
前
章
の
｢校
勘

C
｣
を
参
照
｡

b

｢王
日
｣

底
本

｢日
｣
な
し
｡
他
本
い
ず
れ
も
有
-
｡
ま
た
現
行

『孟
子
』

も

｢日
｣
有
-
｡
『楽
音
正
誤
』
も

｢王
字
下
添
入
日
字
｣
と
す
る
｡
よ
っ
て

補
っ
た
｡

C

｢聾
音
｣

四
庫
全
書
本

｢聾
容
｣
に
作
る
｡

d

｢鮮
尭
｣

四
庫
全
書
本

｢央
｣
な
し
｡

2

｢亦
執
｣

四
庫
全
書
本

｢亦
烏
｣
に
作
る
｡

-

｢所
好
｣

方
湊
師
本

｢所
知
｣
に
作
る
｡

g

｢慢
易
以
｣

四
庫
全
書
本

｢四
者
皆
｣
に
作
る
｡

h

｢先
王
之
楽
｣

四
庫
全
書
本

｢先
王
之
牽
｣
に
作
る
｡

-

｢不
遇
｣

万
博
師
本

｢不
可
｣
に
作
る
｡

-

｢今
畢
｣

底
本

｢今
之
｣
に
作
る
｡
通
じ
に
く
い
｡
他
本
い
ず
れ
も

｢今

紫
｣
に
作
る
の
に
よ
っ
て
改
め
た
｡

5

[訳
】
荘
暴
､
孟
子
に
見
え
て
日
-
､
｢暴
､
王
に
見
ゆ
｡
王
､
暴
に
語
る
に
輿
I

を
好
む
を
以
て
す
｡
暴
､
未
だ
以
て
野
ふ
る
有
ら
ざ
る
な
り
｡
日
く
､
柴
を

好
む
こ
と
何
如
｣
と
｡
孟
子
､
日
-
､
｢玉
の
輿
を
好
む
こ
と
甚
だ
し
け
れ
ば
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則
ち
暫
囲
其
れ
ち
か
か
ら
ん
か
｣
と
｡
他
日
､
王
に
見
え
て
目
く
､
｢
王
､
嘗

て
荘
子
に
語
る
に
翼
を
好
む
を
以
て
す
と
｡
こ
れ
有
る
か
｣
と
O
王
､
色
を

牽
じ
て
日
く
､
｢寛
人
は
能
く
先
王
の
舞
を
好
む
に
非
ざ
る
な
り
｡
直
だ
世

俗
の
異
を
好
む
の
み
｣
と
｡
日
-
､
｢玉
の
輿
を
好
む
こ
と
甚
だ
し
け
れ
ば
則

ち
韓
国
其
れ
ち
か
か
ら
ん
か
｡
今
の
報
は
な
ほ
古
の
舞
の
ご
と
き
な
-
｣

と
｡
日
く
､
｢聞
く
を
得
べ
き
か
｣
と
0
日
-
､
｢猶
-
柴
を
翼
し
む
と
､
人

と
柴
を
難
し
む
と
､
い
づ
れ
か
奨
し
き
｣
と
｡
目
く
､
｢人
と
と
も
に
す
る
に

は
若
か
ず
｣
と
｡
少
と
翼
を
楽
し
む
と
､
衆
と
架
を
楽
し
む
と
､
い
づ
れ
か

奨
し
き
｣
と
｡
日
く
､
｢衆
と
と
も
に
す
る
に
は
着
か
ず
｣
と
｡

先
王
の
音
楽
は
､
そ
の
根
本

(理
念
)
は
欣
沓
歓
愛
の
感
情
に
あ
り
､
そ

の
末
端

(現
象
)
は
音
の
響
き
や
リ
ズ
ム
の
装
飾
に
現
れ
る
｡
根
本
理
念
を

探
求
す
る
こ
と
か
ら
実
際
の
音
楽
を
知
る
者
は
､
音
楽
の
実
質
を
理
解
し
て

創
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
音
楽
の
実
際
の
装
飾
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し

て
根
本
を
理
解
す
る
に
至
る
者
は
､
音
楽
の
装
飾
を
わ
き
ま
え
て
そ
れ
を
述

べ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

周
王
朝
が
衰
微
し
て
音
楽
が
崩
壊
す
る
と
､
天
下
に
は
晋
楽
の
本
質
や
装

飾
を
理
解
す
る
者
が
少
な
く
な

っ
た
｡
そ
の
結
果
'
｢声
｣
を
理
解
し
て
も

｢音
｣
を
理
解
で
き
な
い
者
が
現
れ
た
し
､
｢音
｣
は
理
解
で
き
て
も

｢楽
｣

を
理
解
で
き
な
い
者
が
現
れ
た
C.
ま
し
て

｢夫
れ
舞
は
､
音
と
相
ひ
近
く
し

て
面
も
同
じ
か
ら
ず

(｢楽
｣
は

｢音
｣
と
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
､
同
じ

も
の
で
は
な
い
)
2
｣
と
い
う
こ
と
を
だ
れ
が
わ
き
ま
え
て
い
た
だ
ろ
う
｡
帝

王
が
孟
子
に
質
問
し
た
の
は

｢
(先
王
の
)
楽
｣
に
つ
い
て
で
あ
る
が
､
帝
王

が
実
際
に
愛
好
し
た
の
は

｢
(世
俗
の
)
音
｣
で
あ
る
｡
帝
王
は
､
先
王
の
音

楽
を
愛
好
し
て
そ
れ
に
よ

っ
て
民
衆
を
も
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
を
せ

ず
､
も

っ
ぱ
ら
世
俗
の
音
楽
を
好
ん
で
自
分
自
身
の
心
を
藩
ば
せ
た
だ
け
で

あ
る
｡
こ
れ
で
は
､
魂
の
文
侯
が
古
楽
を
聞
い
て
退
屈
し
た
こ
と
3

や
､
膏

の
平
公
が
新
奇
な
音
楽
を
聴
く
の
を
楽
し
ん
だ
T

の
と
違
い
が
あ
ろ
う
か
｡

〔世
俗
の
音
楽
を
愛
好
す
る
こ
と
は
､
本
来
､
王
者
が
慎
む
べ
き
こ
と
な
の

だ
が
､
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
こ
こ
で
孟
子
が

｢今
風
の
音
楽
も
昔
の
音
楽
も

同
様
だ
｣
と
述
べ
た
そ
の
わ
け
は
､
帝
王
が
根
本
に
立
ち
返
る
こ
と
を
願

っ

て
の
こ
と
な
の
だ
｡

さ
て
､
邸
の
音
楽
は
心
を
か
き
乱
し
､
宋
の
音
楽
は
女
色
に
耽
溺
し
､
衛

の
音
楽
は
心
を
慌
た
だ
し
く
さ
せ
､
酉
の
音
楽
は
心
を
昂
ら
せ
る
I･.･｡

ま

た
､
ゆ
っ
た
り
し
す
ぎ
て
節
度
を
失
い
'
流
麗
に
す
ぎ
て
根
本
か
ら
は
ず
れ

て
し
ま
う
'S
｡

こ
れ
が
新
楽
の
あ
-
よ
う
で
､
世
俗
の
音
楽
で
あ
る
rJ
黄
帝

の
大
成
､
轟
の
大
帝
､
舜
の
寓
'
商
の
夏
'
商
の
漢
､
周
の
武
丁

は
'
そ
の

響
き
は
楽
し
く
と
も
度
を
超
え
る
こ
と
は
な
-
､
そ
の
装
飾
は
論
じ
る
こ
と

は
で
き
て
も
論
じ
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
｡
こ
れ
が
古
楽
の
あ
り
よ
う

で
､
先
王
の
楽
で
あ
る
O
古
今
の
音
楽
は
根
本
は
同
じ
で
あ
る
が
､
末
端
の

現
象
に
お
い
て
は
異
な

っ
て
い
る
｡
末
端
に
と
ら
わ
れ
て
本
質
を
忘
れ
る
な

ら
､
昔
の
楽
は
今
の
も
の
と
は
ま

っ
た
く
別
物
で
あ
る
｡
末
端
の
相
違
を
ふ

ま
え
て
同
じ
本
質
を
も
と
め
る
な
ら
へ
今
の
音
楽
も
昔
の
楽
と
同
じ
で
あ

る
｡
昔
の
楽
の
根
本
は
な
に
か
と
い
う
と
､
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ

と
に
尽
き
る
の
で
あ
る
｡
か
り
に
､
今
の
新
し
い
音
楽
に
よ

っ
て
民
衆
と

い
っ
し
ょ
に
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
な
ら
､
こ
れ
も
ま
た
古
楽
の
本

来
の
あ
り
か
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

帝
王
が
南
郭
の
人
々
が
竿
を
演
奏
す
る
の
を
愛
好
し
た
た
め
俸
禄
米
を
も

ら
う
者
が
数
百
人
も
い
た
こ
と
8

や
､
郡
忌
の
琴
の
演
奏
を
気
に
入

っ
て
つ

い
に
国
政
を
委
ね
た
こ
と
9

を
み
よ
｡
世
俗
の
音
楽
を
愛
好
し
､
末
端
に
と

ら
わ
れ
て
本
質
を
忘
れ
る
あ
り
さ
ま
は
こ
の
よ
う
に
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
｡

音
楽
を
他
の
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ
と

で
､
楽
の
根
本
理
念
に
立
ち
返
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
｡

輝
子
が
衆
と
と
も
に
す
る
こ
と
川
を
説
き
､
貴
子
が

1
人
で
楽
し
む
こ
と
を

6



陣場孟子訓義枚釈 (-)

戒
め
た
日
の
は
こ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
｡

孟
子
は
､
帝
王
が
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

問
題
だ
と
考
え
て

｢今
の
音
楽
も
晋
の
楽
と
同
じ
｣
と
い
う
言
い
か
た
を
し

た
｡
〔帝
王
が
世
俗
の
音
楽
を
愛
好
す
る
こ
と
を
し
ば
ら
-
容
認
し
'
楽
し

み
を
民
衆
と
分
か
ち
合
う
よ
う
に
〕
励
ま
し
て
導
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

子
夏
は
親
の
文
侯
が

(普
)
と
愛
好
す
る
だ
け
で

(塞
)
を
理
解
し
な
い
こ

と
が
問
題
だ
と
考
え
て

｢今
の
音
楽
は
昔
の
楽
と
は
別
物
だ
｣
と
い
う
言
い

か
た
を
し
た
｡
〔文
侯
の
誤

っ
た
認
識
を
〕
退
け
て
非
難
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
｡

こ
の
章
に
頻
出
す
る

｢楽

(輿
)｣
字
を

｢音
楽
｣
と
す
る
か

｢悦
楽
｣
と

す
る
か
､
古
来
二
説
が
あ
る

(小
林
勝
人

『孟
子
』
(岩
波
文
庫
)
の
解
説
に

詳
し
い
)｡
｢訓
義
｣
は
､
遭
帳
の
注
や
孫
喪
の
疏
な
ど
の
多
-
の
注
解
と
同

上
く

｢音
楽
｣
の

｢楽
｣
と
解
し
て
い
る
O
な
お

｢十
三
経
注
疏
｣
所
収
の

｢孟
子
正
義
｣
は
孫
夷
に
偽
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
以
下
の
論
述
で
は
こ

れ
を
便
宜
上

｢孫
疏
｣
｢孫
窮
の
正
義
｣
な
ど
と
称
す
る
｡

2

『機
記
』
(奨
記
)
に
見
え
る
子
夏
の
言
｡
｢正
装
し
て
古
楽
を
聞
-
と
眠
-

な
る
が
流
行
の
音
楽
を
間
-
と
飽
き
る
こ
と
が
な
い
｡
こ
の
違
い
は
い
っ
た

い
何
か
｣と
い
う
魂
の
文
侯
の
問
い
に
答
え
た
こ
と
ば
の
一
郎
｡
｢今
君
之
所

間
者
奨
也
'
所
好
者
音
也
､
夫
肇
輿
音
相
近
而
不
同
｣
と
あ
る
｡
｢訓
義
｣
の

引
用
も
同
じ
｡

3

『穫
記
』
(柴
記
)
に
よ
る
｡

注
2
を
参
照
｡

4

『韓
非
子
』
(十
過
)
に
見
え
る
説
話
｡
背
の
平
公
が
楽
師
の
師
喋
に
禁
断

の
秘
曲
の
演
奏
を
無
理
強
い
し
､
そ
の
結
果
､
暴
風
雨
に
襲
わ
れ
､
晋
国
は

三
年
間
の
大
草
魅
に
苦
し
み
､
平
公
も
重
病
を
わ
ず
ら
っ
た
と
い
う
｡

5

『碓
記
』
(撃
記
)
に
よ
る
｡
注
2
に
同
じ
-
､
貌
文
侯
と
子
夏
の
問
答
に

見
え
る
子
夏
の
こ
と
ば
で
､
｢鄭
音
好
濫
淫
志
､
宋
音
燕
女
溺
志
､
衛
音
趨
数

煩
志
､
帝
音
数
静
香
志
｣
と
あ
る
｡

6

『鰻
記
』
(東
記
)
に
よ
る
｡
世
が
乱
れ
る
と
そ
れ
に
呼
応
し
て
礼
楽
も
乱

れ
る
こ
と
を
述
べ
る
箇
所
｡
｢是
政
其
聾
哀
而
不
荘
'
翼
面
不
安
､
慢
易
以
犯

節
､
沈
滞
以
忘
本
｣
と
あ
る
｡

7

先
王
の
楽
曲
名
称
に
は
異
説
が
多
い
｡
『周
蔵
』
(春
宮

･
大
司
韓
)
の

｢以
奨
舞
教
団
子
､
舞
雲
門
､
太
巻
､
大
成
､
大
智
､
大
夏
､
大
澄
'
大
武
｣

に
対
す
る
陳
場
の
注
解

(『聖
書
』
巻
第
四
十
)､
お
よ
び

『磯
記
』
(柴
記
)

の

｢大
草
､
孝
之
也
｣
に
対
す
る
注
解

(『聖
書
』
巻
第
十
五
)
よ
る
と
､
雲

門
､
太
巻
は
い
ず
れ
も
轟
の
楽
で
､
大
草
は
そ
の
別
称
で
あ
る
｡
ま
た
大
成

は
黄
帝
'
大
著

(舘
)
は
舜
､
大
夏
は
商
､
大
襟
は
股
湯
王
､
大
武
は
周
武

王
の
楽
に
､
そ
れ
ぞ
れ
当
る
｡

8

『韓
非
子
』
(内
儲
説
上
)
に
見
え
る
話
｡
斉
の
宣
王
は
竿
の
大
合
奏
を
聞

-
の
を
愛
好
し
､
い
つ
も
三
百
人
の
奏
者
を
集
め
て
演
奏
さ
せ
て
い
た
｡
城

郭
の
南
に
住
む
者
は
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
を
願
い
出
て
､
喜
ん
だ
宣
王
は
数

百
人
の
者
に
俸
給
を
与
え
た
と
い
う
｡

9

『史
記
』
(田
敬
伸
完
世
家
)
に
見
え
る
話
｡
郁
忌
は
琴
の
名
手
と
し
て
密

の
威
王
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
が
､
こ
と
ば
巧
み
に
音
楽
と
政
道
の
関
係
を
説

き
､
三
月
で
宰
相
の
地
位
を
得
た
と
い
う
｡

10

韓
愈

｢上
巳
日
燕
太
拳
聴
弾
琴
詩
序
｣
に
見
え
る
｡
冒
頭
に

｢輿
衆
奨
之

之
謂
肇
'
紫
而
不
失
其
正
､
又
楽
之
尤
也

(衆
と
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
､
こ

れ
を

｢楽
｣
と
い
う
｡

楽
し
ん
で
も
正
し
さ
を
失
わ
な
い
こ
と
､
こ
れ
が
最

上
の
楽
だ
)｣
と
あ
る
｡

11

『量
子
春
秋
』
(内
篇
雑
上
)
に
見
え
る
｡
貴
子
が
貴
公
を
私
邸
に
招
-
こ

と
に
な
-
､
貴
子
の
家
老
が
酒
器
を
新
調
す
る
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
新

た
に
税
を
設
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
'
貴
子
が

｢楽
し
み
と
は
上
下
と
も
に

楽
し
む
べ
き
も
の
だ
｣
と
説
き
､
｢今
上
舞
其
韓
､
下
傷
其
費
｡
是
猫
額
者
也

(と
こ
ろ
が
我
が
君
が
自
分
の
楽
し
み
を
求
め
ー
下
々
は
そ
の
出
費
に
苦
し

7
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む
こ
と
に
な
る
n,
こ
れ
は
ひ
と
り
だ
け
の
楽
し
み
で
あ
る
)｣
と
戒
め
た
と
い

1つ
0

[補
説
]古
楽

(先
王
の
楽
)
と
新
声

(｢鄭
衛
の
音
｣
に
代
表
さ
れ
る
新
興
の
世
俗

曲
)
の
峻
別
は
'
孔
子
以
来
の
儒
家
の
定
論
で
あ
る
た
め
､
こ
の
条
の

｢今
の

舞
は
猶
ほ
古
の
肇
の
ご
と
し
｣と
い
う
孟
子
の
発
雷
は

.山
見
そ
れ
に
矛
盾
す
る
C.

こ
れ
に
つ
い
て
逓
暇
は

｢謂
大
栗
輿
民
間
肇
'
古
今
何
異
也

(慮
栗
な
こ
と
は

民
衆
と

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
む
な
ら
古
楽
と
今
楽
に
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と

だ
)｣
と
し
､
孫
魂
の
｢

正

義
｣
も

｢今
之
報
亦
若
古
之
聖
王
之
肇
也
'
但
其
要

在
能
輿
民
間
聴
肇
鵠
堪
耳

(今
の
音
楽
も
晋
の
型
王
の
音
楽
と
同
じ
で
､
重
要

な
こ
と
は
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
音
楽
を
聞
く
こ
と
を
自
分
の
楽
し
み
と
す
る
こ

と
に
あ
る
)｣
と
い
う
｡
ま
た
陳
喝
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
楊
時
は
｢音
楽
は
天
地
の

和
で
あ
り
､
楽
は
和
を
本
質
と
す
る
C.
人
が
和
で
あ
れ
ば
気
が
和
し
､
気
が
和

す
る
と
天
地
の
気
が
そ
れ
に
応
じ
る
の
で
あ
る
｡
も
し
人
々
に
鎖
鼓
管
絃
を
聞

か
せ
て
も
彼
ら
が
頭
を
か
か
え
て
顔
を
し
か
め
る
な
ら
､
昔
の
聖
王
の
楽
を
演

奏
し
た
と
こ
ろ
で
政
治
に
と
っ
て
な
ん
の
益
も
な
い
‖
だ
か
ら
孟
子
は
こ
の
よ

う
な
言
い
か
た
を
し
て
､
ま
ず
は
政
道
の
根
本
に
立
ち
遅
ら
せ
よ
う
と
し
た
の

だ
｣
(朱
蕗

『孟
子
精
義
』
引
-
)
と
す
る
C,
｢訓
義
｣
の

｢庶
乎
王
知
反
本
也

(王
の
本
に
反
る
を
知
る
を
こ
ひ
ね
が
ふ
な
り
)｣
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
C

南
都
の
竿
と
雛
忌
の
琴
の
故
事
を
並
べ
て
引
-
の
は
､
孫
魂
に
よ
っ
た
も
の

か
｡
｢帝
王
悦
南
都
先
生
吹
竿
､
燦
食
以
数
百
人
'
喜
郷
忌
鼓
琴
､
革
授
之
囲

政
ー
遵
安
知
興
衆
報
奨
邪
｣
と
あ
-
､
｢訓
義
｣
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
類
す
｡

臣
請
馬
王
言
肇
､
今
王
鼓
翼
於
此
､
百
姓
閉
王
鐘
鼓
之
野
管
衛
之
音
､
畢

疾
首
健
額
面
相
苦
､
日
､
吾
王
之
好
鼓
舞
､
夫
何
使
我
至
於
此
極
也
､
父
子

不
相
見
ー
兄
弟
妻
子
離
散
｡
今
王
田
猟
於
此
､
百
姓
聞
王
軍
馬
之
音
､
見
羽

施
之
美
､
撃
疾
首
健
額
面
相
合
音.
目
､
吾
王
之
好
田
猟
､
夫
何
倍
我
至
於
此

極
也
､
父
子
不
相
見
､
兄
弟
妻
子
離
散
｡
此
無
他
ー
不
興
民
同
額
也
｡
今
王

鼓
舞
於
此
､
百
姓
聞
王
鐘
鼓
之
聾
管
衝
之
音
ー
撃
欣
欣
然
有
喜
色
面
相
吉

日
､
吾
王
庶
蔑
無
疾
病
輿
､
何
以
能
鼓
舞
也
'
今
王
田
猟
於
此
､
百
姓
聞
王

車
馬
之
音
､
見
羽
施
之
美
､
撃
欣
欣
然
有
喜
色
面
相
吉
日
､
吾
王
庶
幾
撫
疾

病
輿
､
何
以
龍
田
徹
也
｡
此
無
他
､
輿
民
同
肇
也
｡

今
王
輿
百
姓
同
額
､
則

王
喪
｡

鐘
以
正
鵠
髄
､
鼓
以
作
為
周
O
故
凡
作
饗
皆
目
鼓
舞
寓
｡
鼓
柴
所
用
多

桑
､
濁
音
鐘
鼓
管
衛
､
田
猟
所
用
多
夷
､
猪
言
車
馬
羽
族
o
蓋
鼓
聖
経
不
在

鐘
鼓
管
衛
､
然
非
鐘
鼓
管
衛
､
無
以
示
輿
民
同
撃
於
内
之
意
也
O

田
猟
錐
不

在
車
馬
羽
旅
ー
然
非
車
馬
羽
旅
､
無
以
示
輿
民
同
異
於
外
之
意
也
O
周
官
､

田
僕
駁
田
路
以
田
､
巾
串
建
大
鹿
以
田
｡
則
所
謂
車
馬
､
即
田
路
也
､
羽
施

即
大
鹿
也
｡

鼓
柴

山
也
､
在
文
王
則
塵
轟
以
馬
輿
､
在
幽
王
則
鼓
鐘
以
馬
慶
｡
此
無

官
､
翼
於
内
者
'
輿
民
間
不
同
故
也
｡
田
猟

7
也
､
在
寮
嚢
則
膳
織
以
馬

美
､
在
韓
襲
則
威
令
以
鵠
苦
｡
此
無
官
､
撃
於
外
者
､
輿
民
同
不
同
放
也
｡

今
王
鼓
舞
田
猟
於
此
､
便
民
有
輝
輝
之
苦
､
無
欣
欣
之
輿
､
天
性
之
父
母
至

於
不
相
見
､
天
倫
之
兄
弟
天
情
之
妻
子
至
於
離
散
｡
葦
有
王
者
在
上
､
使
民

至
於
此
極
也
｡
孟
子
井
輿
両
端
論
之
｡
試
飲
其
審
去
取
､
輿
民
同
額
而
巳
｡

輿
授
文
王
輿
衆
之
事
､
勘
戒
梁
王
同
意
｡

観
賞
王
社
山
之
猟
､
父
老
有
至
､
諸
税
役
之
賜
｡
孟
子
反
謂
不
興
民
同
聖

者
'
社
山
之
猟
所
賜
､
不
過
父
老
､
是
輿
寡
不
輿
衆
｡
雄
謂
不
輿
民
同
異
､

可
也
｡
鍾
鼓
言
聾
'
管
衛
車
馬
言
音
者
､
畢
出
謂
之
聾
､
雅
比
謂
之
音
｡
鐘
鼓
以

節
肇
､
其
聾
則
畢
出
而
己
｡
放
言
聾
｡
管
衛
以
和
肇
､
其
聾
則
相
歴
而
難

比
｡
放
言
音
｡
然
車
馬
亦
言
音
者
､
升
車
則
馬
動
､
馬
動
則
饗
場
､
饗
場
則

和
癒
故
也
o
析
雨
音
之
､
聾
輿
音
異
｡
通
而
言
之
､
聾
音

一
也
｡
故
此
言
管

8
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衛
之
音
､
詩
言
嘩
嘩
管
聾
｡

百
事
言
之
'
聾
首
足
以
異
人
之
内
､
田
猟
足
以
悦
人
之
外
｡
自
遺
言
之
､

五
首
適
以
野
人
之
耳
､
田
猟
適
以
狂
人
之
心
也
｡

[校
勘
]
a

底
本
を
除
き
ー
｢相
告
｣
以
下
が
欠
落
し
て
い
る
｡
欠
落
は
底
本
の
第
二

薬
､
第
三
葉
に
あ
た
る
｡
四
庫
全
書
本
に
は

｢闘
｣
の
注
記
が
あ
る
｡

[訳
]臣
､
王
の
た
め
に
饗
を
言
は
ん
こ
と
を
請
ふ
｡
今
､
王
の
輿
を
此
に
鼓
す

に
､
百
姓
､
王
の
鐘
鼓
の
欝
と
管
衛
の
音
を
聞
き
､
み
な
首
を
疾
め
額
を
し

か
め
て
相
ひ
告
げ
て
日
く
､
吾
が
王
の
肇
を
鼓
す
る
を
好
む
こ
と
､
夫
れ
何

ぞ
我
を
し
て
此
の
極
に
至
ら
し
む
る
や
､
父
子
相
ひ
見
ず
､
兄
弟
妻
子
離
散

す
､
と
｡
今
'
王
の
此
に
田
猟
す
る
に
､
百
姓
､
王
の
車
馬
の
音
を
聞
き
､

羽
旅
の
美
を
見
､
み
な
首
を
疾
め
額
を
し
か
め
て
日
-
､
吾
が
王
の
田
猟
を

好
む
こ
と
､
夫
れ
何
ぞ
我
を
し
て
此
の
極
に
至
ら
し
む
る
や
､
父
子
相
ひ
見

ず
､
兄
弟
妻
子
離
散
す
'
と
｡
此
れ
他
無
し
､
民
と
楽
し
み
を
同
じ
く
せ
ざ

れ
ば
な
-
｡
今
､
玉
の
輿
を
此
に
鼓
す
に
､
百
姓
､
王
の
鐘
鼓
の
欝
と
管
衛

の
音
を
聞
き
､
み
な
欣
欣
然
と
し
て
喜
色
あ
り
で
相
ひ
告
げ
て
日
く
､
吾
が

王
､
疾
病
無
き
に
ち
か
か
ら
ん
か
､
何
を
以
て
能
-
饗
を
鼓
せ
ん
や
と
｡

今
､
王
の
此
に
田
猟
す
る
に
､
百
姓
､
王
の
車
馬
の
音
を
聞
き
､
羽
施
の
美

を
見
､
み
な
欣
欣
然
と
し
て
喜
色
あ
-
て
相
ひ
告
げ
て
日
-
､
吾
が
王
､
疾

病
無
き
に
ち
か
か
ら
ん
か
､
何
を
以
て
能
く
田
猟
せ
ん
や
と
｡
此
れ
他
無

し
､
民
と
奨
し
み
を
同
じ
く
す
れ
ば
な
-
｡
今
､
王
､
百
姓
と
奨
し
み
を
同

じ
く
す
れ
ば
､
則
ち
王
た
ら
ん
｡

鐘
は

(止
ま
る
)
を

(体
)
と
し
'
鼓
は

(作
こ
る
)
を

(用
)
と
す
る
｡

そ
れ
ゆ
え
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
を

｢楽
を
鼓
す
｣
と
い
う
の
だ
I
｡

音
楽

の
演
奏
に
使
う
楽
器
は
多
い
の
に
こ
こ
で
は
鐘

･
鼓

･
管

･
衛
だ
け
に
触
れ

て
お
り
､
狩
猟
を
す
る
の
に
使
う
器
物
は
多
い
の
に
､
こ
こ
で
は
車

･
馬

･

羽

･
旅
に
だ
け
触
れ
て
い
る
｡
音
楽
の
演
奏
は
鐘

･
鼓

･
管

･
衛
と
い
っ
た

楽
器
自
体
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
､
こ
れ
ら
の
楽
器
に
よ
ら
な
-
て
は
重

が
心
の
中
で
2

民
衆
と
楽
し
み
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き

な
い
｡
狩
猟
は
車

･
馬

･
羽

･
族
と
い
っ
た
道
具
自
体
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
､
こ
れ
ら
の
道
具
に
よ
ら
な
く
て
は
王
が
体
で
民
衆
と
楽
し
み
を
共
有

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
｡
『周
官
』
に
は

｢
田
僕
の
官
は
田

路
を
験
し
て
田
す
3

｣
｢巾
車
の
官
は
大
鹿
を
建
て
て
田
す
4

｣
と
あ
る
｡
と

い
う
こ
と
は
､
『孟
子
』
の

｢車
馬
｣
は

｢
田
路
｣
の
こ
と
で
あ
-
､
｢
羽

･

施
｣
は

｢大
鹿
｣
の
こ
と
で
あ
る
｡

音
楽
の
演
奏
と
し
て
は
同
じ
な
の
に
､
文
王
だ
と

｢塵
壷
5

｣
の
詩
に

よ

っ
て
喜
ば
れ
､
幽
王
だ
と

｢鼓
鐘
6

｣
の
詩
に
よ
っ
て
悲
嘆
さ
れ
た
｡
そ

の
理
由
は
ほ
か
で
も
な
い
'
心
の
中
で
音
楽
を
楽
し
む
の
に
民
衆
と
そ
の
楽

し
み
を
分
か
ち
合

っ
た
か
合
わ
な
か
っ
た
か
の
違
い
に
よ
る
の
だ
｡
狩
猟
の

儀
式
と
し
て
は
同
じ
な
の
に
､
寮
の
嚢
公
だ
と

｢脚
裁
7

｣
の
詩
に
よ

っ
て

褒
め
ら
れ
､
斉
の
嚢
公
だ
と

｢慮
令
8
｣
の
詩
に
よ
っ
て
そ
の
苦
痛
を
訴
え

ら
れ
た
｡
そ
の
理
由
は
ほ
か
で
も
な
い
､
野
外
活
動
で
狩
猟
を
楽
し
む
の
に

民
衆
と
そ
の
楽
し
み
を
分
か
ち
合

っ
た
か
合
わ
な
か
っ
た
か
の
違
い
に
よ
る

の
だ
｡
今
も
し
帝
の
宣
王
が
音
楽
と
狩
猟
を
お
こ
な

っ
た
結
果
､
民
衆
に

｢輝
庫
の
苦
し
み
｣
を
与
え

｢欣
欣
の
楽
し
み
｣
を
奪
い
9

､
天
性
の
結
び
つ

き
で
あ
る
父
母
に
会
う
こ
と
が
で
き
ず
､
天
倫
の
関
係
で
あ
る
兄
弟
や
天
情

の
縁
で
あ
る
妻
子
と
離
散
さ
せ
て
し
ま

っ
た
と
す
る
｡
い
っ
た
い
ど
う
し
て

王
者
が
国
を
統
治
し
て
い
な
が
ら
民
衆
を
こ
の
よ
う
な
困
苦
に
陥
ら
せ
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
か
｡
孟
子
は
両
極
端
の
例
を
示
し
て
説
明
し
10
､
民
衆
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
道
を
選
択
す
る
こ
と
を
帝
王
に
理
解
し
て
ほ
し
い
と
心

9
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か
ら
願
っ
た
の
で
あ
る
｡
文
王
と
衆
の
事
例
を
引
き
合
い
に
し
て
梁
王
を
戒

め
た
日
の
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
｡

帝
の
官
主
が
社
山
で
狩
猟
を
し
た
時
の
故
事
を
見
る
と
､
父
老
が
あ
い
さ

つ
に
や
っ
て
来
た
の
で
宣
王
は
彼
ら
の
租
税
と
格
段
を
減
免
し
て
や
っ

た
は
｡
〔こ
の
よ
う
に
宣
王
に
も
民
衆
を
思
い
や
る
行
為
が
あ
っ
た
〕
に
も
か

か
わ
ら
ず
孟
子
が

｢民
と
楽
し
み
を
と
も
に
し
て
い
な
い
｣
と
評
し
た
の
は

な
ぜ
か
｡
社
山
の
狩
猟
の
時
は
､
恩
寵
を
施
し
た
対
象
が
わ
ず
か
の
父
老
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
｡
こ
れ
は
少
数
の
者
と
と
も
に
楽
し
む
が
､
多
数
と
は
楽

し
み
を
共
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
｡
｢民
と
楽
し
み
を
と
も
に
せ
ず
｣

と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
｡

鐘
鼓
に
対
し
て

｢声
｣
と
い
い
､
管
衛
と
車
馬
に
は

｢音
｣
と
い
っ
て
区

別
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
｡
単
独
で
発
す
る
の
を

｢声
｣
と
呼
び
､
他
の
音

と
い
っ
し
ょ
に
鳴
-
響
-
の
を

｢音
｣
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
:
｡
鹿
渡
に
よ
っ

て
音
楽
に
節
目
を
付
け
る
の
で
､
鐘
鼓
の
音
は
単
独
で
鳴
ら
さ
れ
る
｡
よ
っ

て

｢声
｣
と
呼
ぶ
の
だ
｡
管
衛
に
よ
っ
て
音
楽
に
和
声
を
加
え
る
の
で
､
そ

の
昔
は
複
数
が
互
い
に
響
き
あ
う
｡
よ
っ
て

｢音
｣
と
呼
ぶ
の
だ
｡
そ
れ
で

は
'
車
馬
に
つ
い
て
も

｢音
｣
と
言
っ
て
い
る

(｢百
姓
､
王
の
軍
馬
の
音
を

聞
く
｣
)
の
は
な
ぜ
か
｡
革
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
馬
が
動
き
､
馬
が
動
け
ば

饗
と
い
う
鈴
が
鳴
り
､
鷲
が
鳴
れ
ば
和
と
い
う
鈴
が
そ
れ
に
応
じ
る

〔
つ
ま

-
二
種
の
鈴
が
鳴
り
響
-
〕
か
ら
だ
日
｡
区
別
し
て
い
う
な
ら

｢声
｣
と

｢音
｣
は
異
な
る
が
､

l
括
し
て
い
う
な
ら

｢声
｣
と

｢音
｣
は
同
じ
も
の
で

あ
る
｡
そ
れ
ゆ
え

『孟
子
』
で
は

｢管
衛
の

〈音
)｣
と
す
る
が
､
『詩
』
に

は

｢嘩
嘩
た
る
管

(声
)
ほ
｣
と
い
う
の
で
あ
る
｡

現
実
の
世
の
事
に
即
し
て
考
え
る
と
､
音
楽
の
響
き
は
人
の
心
情
を
補
足

さ
せ
る
し
､
狩
猟
は
人
の
身
体
活
動
を
滴
足
さ
せ
る
｡
し
か
し

｢遣
｣
の
観

点
か
ら
考
え
る
と
'
五
首
が
美
し
く
調
和
す
る
と
人
の
聴
覚
を
だ
め
に
し
て

し
ま
う
し
､
狩
猟
が
う
ま
く
い
く
と
人
の
心
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
川
｡

[注
uI

音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
を

｢鼓
肇
｣
と
称
す
る
こ
と
に
対
す
る
解
釈
で
あ

る
｡
趨
岐
の
注
に
は

｢鼓
舞
者
､
聖
以
鼓
鵠
節
也

(演
奏
す
る
こ
と
を

(戟

舞
)
と
呼
ぶ
の
は
､
音
楽
は
鼓
に
よ
っ
て
柏
を
整
え
る
か
ら
だ
)｣
と
あ
る
｡

｢訓
義
｣
の
解
釈
は
こ
れ
に
異
な
る
｡
｢周
蔵
訓
義
｣
へ『聖
書
』
巻
第
五
十

｢鍾
師
｣)
に
も

｢鐘
以
止
衆
馬
轟
､
先
儒
謂
鐘
之
馬
言
動
也
､
疎
央

(鐘
は

終
息
す
る
こ
と
を
本
義
と
す
る
｡

先
儒

(『白
虎
通
徳
論
』
碓
聖
)
が

(鐘
と

は
動
-
と
い
う
こ
と
)
と
説
-
の
は
お
か
し
い
)｣
と
､
｢鐘
｣
を

｢止
｣
や

｢衆
｣
の
義
で
解
し
て
い
る
｡
｢鼓
｣
を

｢作
｣
で
解
釈
す
る
の
は
こ
れ
と
対

を
な
す
｡
｢訓
義
｣
と
類
似
の
注
解
は

『孟
子
』
の
孫
東
の
｢疏
｣
に
も
見
え

る
｡
｢云
鼓
聖
者
､
蓋
鍾
以
止
為
倦
､
鼓
以
作
馬
用
､
故
凡
作
柴
所
以
謂
之
鼓

舞
也
｣
と
あ
り
､
｢訓
義
｣
に
酷
似
す
る
｡

2

｢於
内
｣
を
心
の
中

(音
楽
の
楽
し
み
)
と
し
､
つ
づ
く

｢於
外
｣
は
身
体

活
動

(狩
猟
の
楽
し
み
)
を
指
す
と
考
え
た
｡
屋
内

｡
屋
外

(あ
る
い
は
朝

廷
の
内
外
)
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
､
下
文
に
音
楽
に
つ
い
て

｢聖
人

之
内

(人
の
内
を
奨
し
ま
し
む
)｣､
狩
猟
に
つ
い
て

｢悦
人
之
外

(人
の
外

を
悦
ば
し
む
)｣
と
し
て
い
る
の
で
､
こ
こ
の

｢内
外
｣
も
そ
れ
に
従
っ
た
｡

3

『周
蔵
』
(夏
官
･田
僕
)
に

｢田
僕
､
尊
敬
田
路
､
以
田
以
郡
｣
と
あ
る
｡

｢田
路
｣
と
は
王
の
乗
る
車
の
種
類
で
'
金
や
草
の
装
飾
を
付
け
な
い
も
の
C

4

『周
鰻
』
(春
官

･
巾
串
)
に
王
者
の
五
種
の
車
を
述
べ
､
そ
の
中
の

｢木

路
｣
に
つ
い
て
'
｢建
天
魔
'
以
田
以
封
蕃
陶
｣
と
い
う
｡
鄭
玄
に
よ
る
と

｢木
路
｣
と
は

｢夏
官

･
田
僕
｣
の

｢田
路
｣
で
あ
る
｡

5

｢盛
姦
｣
は

『毛
詩
』
大
雅
･文
王
之
什
に
属
す
｡
文
王
が

｢墨
壷
｣
を
創

建
す
る
と
き
､
民
衆
が
自
発
的
に
建
築
に
参
加
し
､
喜
び
の
音
楽
が
奏
で
ら

れ
る
さ
ま
が
歌
わ
れ
て
い
る
｡

6

｢鼓
鐘
｣
は

『毛
静
』
小
雅
･谷
風
之
什
に
属
す
｡
毛
博
は

｢幽
王
が
諸
侯

を
漁
上
に
会
し
'
淫
楽
を
奏
し
て
諸
侯
に
示
し
た
｡
賢
者
は
こ
れ
を
憂
え

た
｣
と
解
す
る
｡
陣
場

｢毛
詩
訓
義
｣
(『異
音
』
巻
第
六
十
六
)
も
こ
れ
を

10
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襲
い

｢幽
王
が
流
連
の
楽
を
な
し
､
准
水
の
ほ
と
り
で
鐘
を
鳴
ら
し
､
返
る

の
を
忘
れ
た
こ
と
を
そ
し
る
｡
鐘
を
鳴
ら
し
て
み
ず
か
ら
楽
し
む
に
と
ど
ま

ら
ず
､
人
々
に
労
役
を
強
い
て
あ
ら
ゆ
る
楽
器
を
奏
し
た
｡
先
王
の
軍
織
と

は
似
て
も
似
つ
か
ぬ

(蓋
鼓
鐘
之
詩
､
刺
幽
王
馬
流
連
之
肇
､
鼓
作
其
鐘
於

湛
水
之
上
'
奨
而
忘
反
者
也
O
非
特
鼓
鐘
以
自
娯
､
抑
叉
伐
鞍
以
勢
人
面
琴

悪
墜
暫
管
衛
之
肇
､
無
不
備
翠
､
亦
異
乎
先
王
所
為
而
巴
こ
と
解
し
て
い
る
｡

7

｢脚
織
｣
は

『毛
詩
』
寒
風
に
属
す
｡
｢公
の
嫡
子
｣
が
狩
り
を
す
る
さ
ま

を
詠
ん
で
い
る
｡
｢序
｣
は
｢嚢
公
を
ほ
め
る
詩
で
あ
る
｡
秦
が
は
じ
め
て
諸

侯
に
列
せ
ら
れ
､
田
狩
の
行
事
と
園
園
の
楽
し
み
を
お
こ
な
っ
た

(美
嚢
公

也
､
始
命
､
有
田
狩
之
事
､
園
囲
之
奨
)｣
と
い
う
｡

8

｢慮
令
｣
は

『毛
詩
』
弊
風
に
属
す
｡
｢序
｣
は

｢荒
を
そ
し
る
許
｡
襲
公

は
狩
猟
を
好
み
､
畢
Y
を
使
い
､
民
事
を
顧
み
な
か
っ
た
た
め
民
衆
は
苦
し

ん
だ
｡
往
時
を
歌
っ
て
風
諭
し
た

(刺
荒
也
､
嚢
公
好
田
猟
畢
4}
而
不
備
民

事
､
百
姓
苦
之
､
故
陳
古
以
風
葛
)｣
と
い
う
｡

9

『荘
子
』
(在
宥
篇
)
に
よ
る
言
い
回
し
｡
｢昔
､
轟
が
天
下
を
統
治
す
る
と

き
､
天
下
の
人
々
が
欣
歌
と
し
て
自
分
た
ち
の
本
性
を
楽
し
む
よ
う
に
さ
せ

た
｡
こ
れ
は
(情
)
で
は
な
い
｡

集
が
天
下
を
統
治
す
る
と
き
､
天
下
の
人
々

が
痔
棒
と
し
て
自
分
た
ち
の
本
性
を
苦
し
む
よ
う
に
さ
せ
た
｡

こ
れ
は
へ愉
)

で
は
な
い
(昔
轟
之
治
天
下
也
､
便
天
下
欣
欣
葛
人
禦
其
性
､
是
不
情
也
｡
粟

之
治
天
下
也
､
使
天
下
棒
捧
若
人
育
英
性
､
是
不
愉
也
)｣
と
あ
る
｡
た
だ

『荘
子
』
は

｢不
情

(や
す
ら
か
で
な
い
)｣
こ
と
も

｢不
倫

(た
の
し
-
な

い
)｣
こ
と
も
い
ず
れ
も
本
来
の
あ
り
よ
う
か
ら
は
外
れ
て
い
る

(｢夫
不
情

不
愉
､
非
徳
也
｣
)
と
す
る
｡

10

原
文
は

｢井
輿
両
端
論
之
｣｡
｢井
拳
両
端
論
之
｣
に
改
め
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
｡

11

｢梁
惑
王
章
句
上
｣
に
見
え
る
｡
邸
内
の
庭
園
で
飼
育
す
る
動
物
を
眺
め
て

梁
の
患
王
が

｢賢
者
も
こ
の
よ
う
な
も
の
を
楽
し
む
の
だ
ろ
う
か
｣
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
､
孟
子
が
｢賢
者
で
あ
っ
て
こ
そ
こ
の
よ
う
な
楽
し
み
が
あ
る
(賢

者
而
後
東
此
)｣
と
述
べ
､
文
王
と
集
の
事
例
を
挙
げ
て
｢む
か
し
の
賢
者
は

み
な
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ

(古
之
人
輿
民
倍
額
､
故
能
舞
也
)｣
と

説
い
た
｡

12

こ
の
逸
話
は

『孟
子
』
に
は
な
い
｡
『説
苑
』
(善
説
)
に
､
｢帝
宣
王
出
猟

於
社
山
｣
に
始
ま
る
説
話
が
見
え
る
｡
租
役
の
免
除
を
賜
っ
た
父
老
十
三
人

が
宣
王
を
拝
し
た
が
'
閥
郎
先
生
だ
け
は
拝
さ
ず
､
政
教
の
得
失
を
巧
み
に

述
べ
て
宣
王
を
感
服
さ
せ
た
と
い
う
話
｡
ま
た
､
替
康

｢高
士
博
｣
(『太
平

御
覧
』
巻
第
五
百
九
に
引
-
)､
『金
程
子
』
(雑
記
下
篇
)
に
も
見
え
る
｡

13

｢声
｣
と

｢音
｣
の
定
義
は
鄭
玄

(『鰻
記
』
奨
記
の
冒
頭
の
注
)
に
よ
る
｡

｢宮
商
角
徴
羽
､
雑
比
日
音
､
畢
出
目
聾
｣と
あ
る
｡
『壁
書
』
巻
第
六
十

二
詩

訓
義
)
に
は

｢単
独
で
発
す
る
の
が

(声
)
で
､
複
数
の
音
が
と
も
に
鳴
る

の
が

(普
)
で
あ
る
｡

よ
っ
て
孟
子
は
鐘
鼓
に
つ
い
て
は

(声
)
と
称
し
､

管
衛
に
つ
い
て
は

人音
)
と
称
し
て
い
る

(畢
出
馬
聾
'
雑
比
馬
音
､
故
孟

子
於
鐘
鼓
謂
之
聾
､
於
管
衛
謂
之
音
也
)｣
と
あ
-
､
こ
こ
の
主
旨
と
呼
応
す

る
｡

14

『檀
記
』
経
解

｢車
に
升
れ
ば
則
ち
鷲
和
の
音
あ
り
｣
の
鄭
玄
注
に
引
く

『韓
詩
内
停
』
に
よ
る
｡
｢鷲
は
衛
に
付
い
て
お
り
､
和
は
餌
の
前
に
付
い
て

い
る
｡
革
に
乗
る
と
馬
が
動
き
､
馬
が
動
け
ば
鷲
が
鳴
る
｡
鷲
が
鳴
れ
ば
和

が
応
じ
る

(常
在
衡
'
和
在
猷
前
､
升
車
則
馬
動
､
馬
動
則
鷲
鳴
､
鷲
鳴
則

和
癒
)｣
と
あ
る
｡

15

『毛
詩
』
(商
頃

･
那
)
の
旬
｡
｢跳
鼓
淵
淵
､
嘩
嘩
管
聾
｣
と
あ
る
｡

16

『老
子
』
(第
十
二
単
)
に
よ
る
｡
｢
五
色
令
人
目
盲
､
五
音
令
人
耳
聾
､
五

味
令
人
口
爽
､
馳
騨
牧
猟
令
人
心
馨
狂
｣
と
あ
る
｡

[補
説
]｢声
音
｣
に
関
す
る

｢訓
義
｣
の
考
証
の
論
旨
は
'
孫
夷
の

｢疏
｣
に
ほ
ぼ

1

致
す
る
｡
｢疏
｣
に
は

｢蓋
鐘
鼓
音
響
､
以
其
聾
之
畢
出
､
故
云
聾
也
｡
管
簡
単

馬
首
音
､
以
其
音
之
錐
比
､
故
云
音
也
｡
然
車
馬
亦
謂
之
音
者
､
蓋
升
車
則
馬

ll
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動
､
馬
動
則
饗
場
､
饗
場
則
和
藤
牧
也
｡
欝
之
輿
骨
､
倉
而
首
之
則
欝
菅

山
也
､

別
而
言
之
則
畢
出
馬
饗
､
雅
比
馬
首
の
静
首
唱
噂
管
欝
､
此
雷
管
勝
之
音
､
赴

聾
者
之
通
論
也
｣
と
あ
る
｡
鄭
玄
の

｢輩
出

･
雅
比
｣
説
の
提
示
､
『韓
静
内

博
』
に
よ
る

｢車
馬
の
音
｣
の
解
釈
､
｢商
域
｣
の
旬
を
引
い
て

｢声
｣
と

｢骨
｣

の
義
が
通
じ
る
こ
と
の
補
足
な
ど
ー
｢訓
兼
｣
の
文
は
ほ
ぼ

｢孫
疏
｣
の
引
き
写

し
で
あ
る
｡

(二
〇
〇
六
､
山
､
一
九
)




